シリーズ : 研究内容紹介・研究室研究テーマ紹介 by unknown
Titleシリーズ : 研究内容紹介・研究室研究テーマ紹介
Author(s)






































































































































































[2]C. Kieny; “Application of the bifurcation theory in studying and understanding the global
behavior of a ferroresonant electric power circuit,” Trans. IEEE on Power Delivery, Vol. 6, No. 2,
April 1991.
[3]奥村浩士、木嶋 昭；”三相回路における非線形振動,” 電気学会論文誌B, 96巻12号、pp. 599-606, 昭
和51年12月. 
[4]久門尚史、山田勉、奥村浩士；’’対称3相回路における1/3分数調波振動の単相化現象,’’ 信学論(A),







































[ 1 ]石川順三：応用物理 ,第6 5巻 , 6号
(1996)pp.587-593.
[2]J.Ishikawa, H.Tsuji and Y.Gotoh:Proc.of














































































1 Yukio Narukawa, Mitsuru Funato, Yoichi Kawakami, Shizuo Fujita, Shigeo Fujita, and Shuji
Nakamura: “Role of self-formed InGaN quantum dots for the exciton localization in the purple
laser diode emitting at 420 nm”, Applied Physics Letters, Vol.70, 1997, pp.981-983
2 Yukio Narukawa, Yoichi Kawakami, Shizuo Fujita, Shigeo Fujita, and Shuji Nakamura:








N multiple quantum wells”,




























































































[1] M.Subbarao and G.Surya: Depth from Defocus: A spatial
domain approach, International Journal of Computer Vision,





























































































































































[1]二階堂義明 他 : 頭部装着型インタフェース
デバイス(HIDE)の試作と機能評価,計測自動
制御学会ヒューマン・インタフェース部
会,News and Report 13-2,pp.351-358(1998)


































































































までに、計算スキームとして線形化delta-f 法（Dimits-Lee scheme)および非線形 characteristics 法












た。今後、(1) 現実的な heliotron 配位や
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超高層電波研究センター超高層電波工学部門（松本研究室）
当研究室は、宇治の超高層電波研究センター及び大学院情報学研究科通信情報システム専攻に所属し、
来るべき21世紀の人類宇宙開拓の時代に向けて、太陽系空間電磁環境や宇宙太陽発電所(SPS)の研究な
ど、理学、工学の両面から宇宙科学・宇宙電波工学の研究を行なっています。本稿では研究テーマの一
つであるマイクロ波無線送電及び宇宙太陽発電衛星に関する研究に関して紹介します。
人類を未来のエネルギー危機から救う手段の一つとして、現在考えられているのが宇宙太陽発電です。
これは、宇宙空間に巨大な太陽電池パネルを築き、マイクロ波によってそこで発電されたエネルギーを
地上に伝送しようとするものです(下図参照)。マイクロ波によるエネルギー伝送の概念は古く、今世紀
初頭のN. Teslaにまで逆登ります。研究が本格化するのは第2次世界大戦後アメリカにおいてであり、
特に重要な研究は60年代から70年代にかけてW. C. Brownによって行われています。SPSは1968年に概
念が提案され、1980年にはアメリカのNASA/DOEによって詳細なシステム設計が行われました。その
後、当研究グループが行った1983年のマイクロ波送電ロケット実験頃から日本でも盛んに研究が行われ
るようになり、現在は多くの研究機関で研究が行われています。近年は最新技術を応用したマイクロ波
送受電システムの開発や新しいビーム制御方式の研究等が盛んに行われています。SPSやマイクロ波送
電に関する国際学会も数年に一度開催されており、世界的に研究が活発に行われています。
本研究室では主としてマイクロ波送電技術開発とプラズマ中の伝搬問題に関して研究を行っていま
す。これまで無燃料マイクロ波給電飛行機実験(MILAX)、宇宙空間マイクロ波伝送ロケット実験(ISY-
METS)等多くの実証実験を実施し、現在は国際宇宙ステーション上での送電実験を検討中です。本研
究室で進行中の研究は、受電素子や送電システムの基礎開発、応用技術研究、計算機によるシミュレー
ション等、多岐にわたっています(下図参照)。
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超高層物理学部門　（津田研究室）
電波と光学の複合観測による地球大気環境上部のリモートセンシング
地上100km付近の大気は中間圏界面領域と呼ばれていますが、気象現象などの影響を強く受ける地球
大気と太陽活動の影響を強く受ける宇宙空間の遷移領域であり、地球物理学的に非常に興味深い領域で
す。近年はこの高度の大気が下層の地球環境変動にも非常に敏感に反応して変動することが指摘され、
その観測の重要性が急浮上してきました。当研究室では、従来から行なっているレーダー(電波)観測に
加え、光学観測との複合観測で新しいリモートセンシングを展開しています。
●電波観測　乱流散乱、中波(MF)の分反射、電子の非干渉散乱などの電波散乱体がこの領域には存在し
ますが、流星飛跡による散乱を用いると昼夜の別なく連続的に観測が可能です(流星レーダー観測）。
これは、地球大気に突入する流星が高度80-110kmに残す電離飛跡をVHF電波のレーダーで測定する
技術で、反射電波のドップラ－偏移で飛跡周辺の風速が分かります。我々の研究室では、反射電波の
減衰時定数から大気の分子拡散係数や温度変動の測定法を開発し、大型レーダーであるMUレーダー
や小型の流星レーダーに応用してきました。この温度変動のセンシング技術は大変注目されています。
●光学観測　近年の光電子デバイスの発達によって光学によるリモートセンシングは急速に発展しまし
た。一つは、冷却CCDカメラを利用した大気光イメージ観測です。大気光とは高度80km～300kmの
大気が種々の高度で種々の波長の発光をする現象で、主に夜間の微弱な大気光が観測対象になります。
中間圏界面付近のいくつかの高度で、大気密度の水平分布を観測することができます。当研究室では、
極地研究所と共同で直径20センチの巨大魚眼レンズと最新の冷却CCDを用いた大気光観測用イメージ
ャを開発し、信楽MU観測所で自動観測を行ない、取得画像をデータ解析して大気の水平構造を調べ
ています。もうひとつはライダー(レーザーレーダー)で、中間圏界面領域にわずかに存在する金属原
子の共鳴散乱を観測します。大気微量成分の分布の他、大気の温度や運動を測定することもできます。
現在、都立大および信州大のライダーグループとの共同観測で金属ナトリウムの観測を進めています。
●複合観測とネットワーク観測　レーダーは、大気の力学現象を高度方向に詳細に観測し、光学イメー
ジャ観測は水平構造を詳細に観測します。さらに、ライダー観測では、大気の化学組成を観測します。
これらの観測の複合により、中間圏界面の物理化学過程の解明を目指します。また、国外の観測点と
のネットワーク観測でグローバルな大気構造の研究を国際協同で進めております。現在、中間圏界面
国際協同観測システム(PSMOS計画)という国際プロジェクトが1998年から5ヶ年の計画で進行中です。
当研究室の津田敏隆教授が運営委員として参加しており、また本年3月には同計画の国際シンポジウ
ム(DYSMERシンポジウム)を京大で開催するなど、国際研究計画を主導する役割を果たしております。
